























































































































































































































































































地 域 CU FS MI
天 津 1.194 0.848 1.012
河 北 1.276 0.756 0.965
遼 寧 1.138 0.929 1.057
吉 林 1.158 0.909 1.053
黒竜江 1.148 0.882 1.012
上 海 0.995 0.997 0.992
江 蘇 0.945 0.744 0.703
浙 江 1.129 0.896 1.011
安 徽 1.172 0.811 0.950
山 東 1.114 0.719 0.801
湖 北 1.278 0.838 1.070
雲 南 1.421 0.663 0.942
寧 夏 1.174 0.730 0.857



















地 域 CU FS MI
河 北 0.978 1.009 0.987
内蒙古 0.975 1.074 1.047
遼 寧 0.991 1.030 1.020
吉 林 0.942 1.030 0.970
黒竜江 1.008 1.095 1.105
江 蘇 1.003 1.030 1.033
浙 江 0.998 1.092 1.090
安 徽 0.985 1.022 1.007
山 東 1.023 1.015 1.038
河 南 0.934 1.010 0.943
湖 北 1.004 1.019 1.023
雲 南 0.993 0.995 0.987
寧 夏 0.951 1.010 0.961
平 均 0.983 1.033 1.015
注） 算出結果より筆者作成
さらに，2001年から 2005年にかけては CatchUp効果，2005年から 2009年では Frontier
Shift効果が効率性に寄与していることが明らかになった。よって2000年代の前半と後半では
正反対の結果が観察された。EraandMoriwaki（2013）では黒竜江省・内蒙古・浙江省・江蘇
省・吉林省・遼寧省において2000年代後半において過剰就業の消滅が観察されたとしているが，
内蒙古・遼寧省・黒竜江省・江蘇省・浙江省においてMalmquist指数の上昇が観察された。
Malmquist指数の変化は過剰就業のコンテクストとは直接関係しないが，当該期間における生
産性の変化としては整合的であるともいえよう。
本稿での結論をより厳密に検証する上で，インディカ米（早生），インディカ米（中生），イン
ディカ米（晩生）といった他の米品種，小麦，トウモロコシ，大豆といった他の穀物との比較も
今後は行っていきたいと考えている。
（1） 2000年代における中国を対象としたルイス転換点に関する論争については江良（2016）が網羅的
な既存研究サーベイを行っている。
（2） 本稿では規模に関する収穫一定制約を課して効率値を算出した。労働投入量のデータ制約から面積
当たりの変数を用いている。
（3）『全国農産品成本収益資料匯編』の英文表記は，theCompilationofNationalFarm Product
Cost-BenefitData（CNFPCBD）である。
（4）『全国農産品成本収益資料匯編』の詳細についてはEraandMoriwaki（2013）の4.Dataを参照の
こと。
（5） 中国における稲作農業，中でも品種ごとに特質と生産動向については稲田・山本（2012）が詳しい。
（6） 推定に際してはDEAPVer2.1を使用した。
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